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編集後記 

 

 『九大英文学』は九州大学大学院人文科学府英語学・英文学専攻学生およ

び九州大学英文学会の会員による英文学・アメリカ文学・英語学に関する研

究発表誌です。創刊号の HORIZONを第 2 号より Cairnへ改題、第 31 号より

『九大英文学』へと改題し、更に第 49 号より新たに査読付論文掲載誌として

生まれ変わり、今年度で通算第 63 号となります。 
各論文の執筆及び本誌の編集に関しまして、微力を傾注しましたものの、

未熟な点が多々あると存じます。本号についての皆様のご意見・ご批評を仰

ぐことが出来れば幸いに存じます。 
 本誌に関してのご意見・お問い合わせ等は下記へお願い致します。 

（編集担当 川村真央、森田司 記） 
 

 

〒819-0395 福岡市西区元岡 744 九州大学人文科学研究院 
英語学・英文学研究室内 『九大英文学』編集担当まで 

Phone・Fax: 092-802-5109 
E-mail: english@lit.kyushu-u.ac.jp 
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